
 

 

物  質  名 N,N-ジメチルアセトアミド ＤＢ－28 

別  名 アセチルジメチルアミン、DMAC 構 造 式 

 

CAS 番号 127-19-5 

PRTR 番号 第 1 種 213 

化審法番号 2-723 

分子式 C4H9NO 分子量 87.12 

沸点 165℃1)
 融点 －20℃1)

 

蒸気圧 2 
 
mmHg（25℃、実測値）2)

 換算係数 1 ppm = 3.56 mg /m
3（25℃） 

分 配 係 数（log Pow） －0.77（実測値）3)
 水溶性 1×10

6
 mg/L（25℃、実測値）4)

 

急 性 毒 性 
 

 動物種 経路 致死量、中毒量等  

 マウス 経口 LD50 4,620 mg/kg
 5)

  

 ラット 経口 LD50 4,300 mg/kg
 5)

  

 マウス 吸入 LC50 7,200 mg/m
3
 
5)

  

 ラット 吸入 LC50 2,475 ppm(8,811 mg/m
3
) (1hr) 

5)
  

 

中 ・ 長 期 毒 性 

・雄ラットに 0、450 mg/kg/day を 2 週間強制経口投与（9 日間/2 週間）した結果、450 mg/kg/day

群で落ち着きのない過敏な状態、体重増加の著明な抑制がみられ、投与期間後の剖検で 1/3

匹の肝細胞が正常なものよりも小さかった。また、ラットに 0、0.1％の濃度で 90 日間混餌投

与（0、50 mg/kg/day 相当）した試験では、0.1％群で赤血球数の減少、白血球数の増加に有意

差を認めた 6) 。これらの結果から、LOAEL を 0.1％（50 mg/kg/day）とする。 

・ラットに 0、100、300、1,000 mg/kg/day を 2 年間飲水投与した結果、100 mg/kg/day 以上の群

で体重増加の抑制、肝臓及び脾臓重量の増加、300 mg/kg/day 以上の群で腎臓重量の増加、1,000 

mg/kg/day 群の脾臓でヘモジデリン沈着を認めた 7) 。この結果から、LOAEL を 100 mg/kg/day

とする。 

・ラットに 0、40、64、103、195 ppm を 6 ヶ月間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、40 ppm

以上の群で体重増加の抑制、103 ppm 以上の群で鼻腔及び上気道の刺激症状や炎症、肝臓の

障害がみられた。103 ppm 群では重度の肝細胞の変性、195 ppm 群の肝臓では胆管炎、血管周

囲炎、実質細胞の壊死がみられた 8) 。この結果から、LOAEL を 40 ppm（ばく露状況で補正

：7.1 ppm (25 mg/m
3
)）とする。 

・ラットに 0、25、100、350 ppm を 2 年間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、350 ppm 群

で体重増加の抑制、血清中のソルビトールデヒドロゲナーゼ活性の上昇、雄で慢性進行性腎

症、腎臓重量の増加、100 ppm 以上の群で肝臓重量の増加、肝臓で限局性の嚢胞状変性、紫

斑、胆汁過多等、血清中のコレステロール、グルコースの増加を認めた 9)
 。この結果から、

NOAEL を 25 ppm（ばく露状況で補正：4.5 ppm (16 mg/m
3
)）とする。 

・マウスに 0、25、100、350 ppm を 18 ヶ月間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、100 ppm

以上の群で肝臓重量の増加、肝臓のクップファー細胞でリポフスチン/ヘモジデリンの沈着、

小葉中心部で単細胞壊死、350 ppm 群の雌でび漫性網膜萎縮の発生率の増加を認めた 9)。この

結果から、NOAEL を 25 ppm（ばく露状況で補正：4.5 ppm (16 mg/m
3
)）とする。 



 

生 殖・発 生 毒 性 

・ラットに 0、65、160、400 mg/kg/day を妊娠 7 日から 21 日まで強制経口投与した結果、160 

mg/kg/day 以上の群で体重増加の抑制、400 mg/kg/day 群で吸収胚数の増加を認め、胎仔では

400 mg/kg/day で低体重、心血管系の奇形がみられた 10)。この結果から、母ラットの NOAEL

を 65 mg/kg/day、胎仔の NOAEL を 160 mg/kg/day とする。 

・ウサギに 0、94、282、470 mg/kg/day を妊娠 6 日から 18 日まで強制経口投与した結果、94 

mg/kg/day 以上の群で体重増加の抑制、470 mg/kg/day 群で 2/11 匹の死亡がみられ、470 

mg/kg/day 群では胚が全て吸収された。282 mg/kg/day 群の胎仔では、口蓋裂、肋骨癒合、小

眼球症がみられた 
11）。この結果から、母ラットの LOAEL を 94 mg/kg/day、胎仔の NOAEL

を 94 mg/kg/day とする。 

・ラットに 0、31、101、291 ppm を交尾前 10 週（6 時間/日、5 日/週）及び交尾期間から哺育期

間まで 7～8 週（6 時間/日、7 日/週）吸入させた結果、291 ppm 群の雌雄で肝臓相対重量の増

加がみられたが、生存率、体重、交尾、受胎能、妊娠期間、同腹仔数、出生仔の生存率への

影響はなかった。出生仔では、291 ppm 群で低体重を認めた 12)
 。この結果から、母ラット及

び仔の NOAEL を 101 ppm（ばく露状況で補正：18ppm）とする。 

・雄ラットに 0、40、116、386 ppm を交尾前 43 日から無処置の雌との交尾を経て、合計 69 日

間吸入（6 時間/日）させた結果、116 ppm 以上の群で肝臓の絶対及び相対重量の増加を認め

たが、精巣の重量や組織、受胎能、同腹仔数、胎仔の体重、外表系奇形等への影響はなかっ

た 13)。 

ヒ ト へ の 影 響 

・皮膚に付くと発赤、経口摂取すると胃痙攣、下痢、吸入すると頭痛、吐き気を生じる。皮膚

に付いたり、経口摂取でも頭痛、吐き気を生じる。長期または反復ばく露すると、肝臓に影

響を与え、機能障害を生じることがある 14)。 

・繊維工場で本物質のばく露を最長で 31 ヶ月間受けた労働者 440 人を対象として肝臓への影響

を調査した結果、ばく露を受けた期間に 28 人が血清中の肝臓酵素（ALT、AP 等）に異常値

がみられ、肝臓障害を起こしていると推定された。尿中の本物質の代謝物の量に基づいてば

く露の程度を推定したところ、高ばく露群では肝臓障害の発生率が低ばく露群と比べて 7～10

倍高かったとの報告 15) がある。一方、アクリル繊維工場の労働者 127 人を対象として、個人

のばく露量、血清中の肝臓酵素値等を 1 年間調査した結果、本物質の気中濃度の幾何平均は

1.9 ppm、12 時間加重平均は 1.3 ppm であり、ばく露に関連した肝臓酵素値の変化はなかった

との報告 16)もある。 

発 が ん 性 

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許 容 濃 度 
 

 ACGIH
17)

 10 ppm（36 mg/m
3）  

 日本産業衛生学会 18)
 TLV-TWA 10 ppm（36 mg/m

3）  
 

暫 定 無 毒 性 量 等 の 設 定 

 経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 50 mg/kg/day（赤血

球数の減少、白血球数の増加）を採用し、LOAEL であることから 10 で除し、試験期間が短い



 

ことから 10 で除した 0.5 mg/kg/day を暫定無毒性量等に設定する。 

吸入ばく露については、ラット、マウスの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 25 ppm（肝

臓重量の増加など）を採用し、ばく露状況で補正して 4.5 ppm（16 mg/m
3）とし、同値を暫定無

毒性量等に設定する。 
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